
設
。「
ひ
が
し
く
冬
レ
ク
フ
ェ
ス
タ
」
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
も
こ
こ
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

�
冬
の
時
期
、
冬
の
間
。

�
動
か
な
い
こ
と
。「
○
○
○
の
地
位
」。

�
背
も
た
れ
が
あ
り
、
両
端
に
ひ
じ
掛
け

の
付
い
て
い
る
長
い
す
。

�
ご
み
、
ち
り
、
く
ず
の
こ
と
。「
ち
り
○

○
○
」。

�
茶
色
で
背
中
に
黒
い
し
ま
が
あ
る
動
物
。

両
手
で
餌
を
抱
え
、
ほ
お
袋
い
っ
ぱ
い
に

詰
め
込
む
姿
が
愛
ら
し
く
、
人
気
が
あ
り

ま
す
。
日
本
で
は
北
海
道
に
生
息
。
ト
ラ

ネ
ズ
ミ
・
シ
マ
ネ
ズ
ミ
と
も
い
い
ま
す
。

�
冷
た
い
空
気
の
こ
と
。

�
探
検
隊
な
ど
の
拠
点
と
な
る
施
設
。
活

動
の
拠
点
と
な
る
場
所
。

�
遊
び
な
ど
に
用
い
る
球
。
革
製
、
ゴ
ム

製
、
綿
を
し
ん
に
し
て
糸
で
巻
い
た
も
の

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

	
車
を
運
転
す
る
際
、
ブ
レ
ー
キ
の
利
き

に
く
い
雪
道
で
は
、
○
○
○
○
距
離
を
十

分
に
取
っ
て
、
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ

う
。



マ
グ
ロ
の
赤
身
の
に
ぎ
り
ず
し
の
こ
と
。

も
と
も
と
は
し
ょ
う
ゆ
に
漬
け
た
も
の
を

握
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

�
蒸
気
の
力
で
、
レ
ー
ル
の
上
を
走
る
乗

り
物
の
こ
と
。
区
内
に
あ
る
北
海
道
鉄
道

技
術
館
に
、
多
く
の
資
料
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

�
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児
童
な
ど
、
特

に
援
助
を
必
要
と
す
る
人
に
支
援
を
す
る

た
め
の
場
所
。
老
人
ホ
ー
ム
・
保
育
所
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。


十
二
支
の
第
一
番
目
の
動
物
。

�
自
分
自
身
の
力
の
こ
と
。「
○
○
○
で
立

ち
直
る
」。

�
衣
服
な
ど
の
ほ
こ
ろ
び
に
他
の
布
を
あ

て
て
縫
い
繕
う
こ
と
。「
○
○
○
○
だ
ら
け

の
着
物
」。

●
た
て
の
カ
ギ

�
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
一
般
的
な
訳
語
。
国
際
協
力

・
環
境
保
護
・
女
性
問
題
な
ど
で
、
国
際

的
な
活
動
を
し
て
い
る
市
民
団
体
の
こ
と
。

�
酒
を
や
め
て
飲
ま
な
い
こ
と
。
禁
酒
。

た
き
ぎ

�
燃
料
に
す
る
木
の
こ
と
。
薪
。

ろ

�
旅
行
に
か
か
る
費
用
の
こ
と
。
昔
は
路

ぎ
ん銀
と
い
い
ま
し
た
。

�
区
内
に
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
の
練
習
場
が
あ

り
、
東
区
と
ゆ
か
り
の
深
い
サ
ッ
カ
ー
チ

ー
ム
で
す
。「
○
○
○
○
○
○
札
幌
」。

�
地
下
で
暮
ら
し
、
目
が
退
化
し
て
皮
下

に
あ
る
動
物
。
土
の
中
の
ミ
ミ
ズ
や
昆
虫

を
食
べ
ま
す
。
土
を
隆
起
さ
せ
、
農
作
物

に
被
害
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

�
英
語
で
防
御
す
る
こ
と
。
車
道
と
歩
道

の
間
に
あ
る
「
○
○
○
レ
ー
ル
」
は
、
歩

行
者
を
車
か
ら
守
り
ま
す
。

�
関
連
の
あ
る
人
に
情
報
な
ど
を
伝
え
る

こ
と
。「
○
○
○
○
を
と
る
」。
区
内
に
十

カ
所
あ
る
「
○
○
○
○
所
」
は
、
皆
さ
ん

と
市
政
を
結
ぶ
身
近
な
窓
口
で
す
。

�
高
く
そ
び
え
立
つ
建
造
物
の
こ
と
。
札

幌
で
は
、
大
通
公
園
に
あ
る
「
テ
レ
ビ
○

○
」
が
有
名
で
す
ね
。

�
馬
に
引
か
せ
て
走
る
そ
り
の
こ
と
。
昔

は
冬
の
運
送
手
段
と
し
て
こ
れ
が
往
来
し

て
い
ま
し
た
。

�
七
音
階
の
第
四
番
目
。
ド
レ
ミ
の
次
の

音
階
。

た
て

ぐ

�
建
具
の
一
種
。
木
で
骨
を
組
み
、
両
面

か
ら
紙
や
布
を
張
っ
た
も
の
。
部
屋
の
仕

切
り
に
用
い
ま
す
。

�
誰
も
住
ん
で
い
な
い
家
の
こ
と
。

�
英
語
で
町
、
都
会
の
こ
と
。
市
で
は
、

市
長
と
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話

し
合
う
「
○
○
○
ト
ー
ク
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
東
区
で
は
、
来
年
二
月
二
十
八
日

�
に
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

�
地
域
や
地
区
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る

た
め
の
、
行
政
・
市
民
・
専
門
家
ら
に
よ

る
取
り
組
み
の
こ
と
。

�
病
気
や
傷
の
診
療
・
治
療
を
職
業
と
す

る
人
。

�
熱
心
に
説
く
こ
と
。
力
を
込
め
て
述
べ

立
て
る
こ
と
。

�
緊
張
し
た
と
き
に
口
の
中
に
た
ま
る
つ

ば
の
こ
と
。「
○
○
○
を
の
む
」。

 
山
水
な
ど
の
お
も
む
き
、
眺
め
。
風
景

の
こ
と
。

!
質
問
の
こ
と
。「
○
○
○
応
答
」。

�
紫
色
の
花
が
咲
く
マ
メ
科
の
植
物
。
区

内
の
伏
古
拓
北
通
沿
い
に
は
散
歩
や
ジ
ョ

ギ
ン
グ
な
ど
の
で
き
る
「
パ
ー
プ
ル
ロ
ー

ド
」
が
あ
り
、
初
夏
に
な
る
と
四
百
本
を

超
え
る
○
○
が
花
を
咲
か
せ
ま
す
。


ユ
リ
科
の
多
年
草
。
薬
味
と
し
て
い
ろ

い
ろ
な
料
理
に
使
う
野
菜
で
す
。
東
区
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
タ
ッ
ピ

ー
」
は
「
タ
マ
○
○
」
の
妖
精
で
す
。

"
皆
さ
ん
の
家
庭
へ
は
、
豊
平
川
の
上
流

か
ら
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
札
幌
の
○
○

は
、
お
い
し
い
と
評
判
で
す
。

〈
対
象
〉

東
区
に
お
住
ま
い
の
方
。

〈
応
募
方
法
〉

は
が
き
に
解
答
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
広
報
さ
っ
ぽ
ろ

「
ひ
が
し
区
民
の
ペ
ー
ジ
」の
ご
感
想

を
記
入
の
う
え
、
〒
０６５
‐
８６１２
札
幌
市

東
区
北
１１
条
東
７
丁
目
、
東
区
役
所

「
ヒ
ガ
シ
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」係
へ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

〈
締
め
切
り
〉

平
成
１５
年
１２
月
１９
日
�
の
消
印
ま

で
有
効
。

※
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３０
人
に

特
製
ウ
ィ
ズ
ユ
ー
カ
ー
ド
を
差
し
上

げ
ま
す
。
当
選
者
の
発
表
は
カ
ー
ド

の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
な
お
、
パ
ズ
ル
の
解
答

は
１
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

応
募
に
つ
い
て
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